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１．はじめに
１－１　「教職実践演習」科目の概略
　教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令

（平成20年文部科学省令第34号）により、 2010（平
成22）年度以降の大学入学者の教職課程の「教職
に関する科目」として、「教職実践演習」が新設
された。その概略は、以下の通りである。 教職
実践演習（仮称）は、教職課程の他の授業科目の
履修や教職課程外での様々な活動を通じて、学生
が身に付けた資質能力が、教員として最小限必要
な資質能力として有機的に統合され、形成された
かについて、課程認定大学が自らの養成する教員
像や到達目標等に照らして最終的に確認するもの
であり、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集
大成」として位置付けられるものである。学生は
この科目の履修を通じて、将来、教員になる上で、
自己にとって何が課題であるのかを自覚し、必要
に応じて不足している知識や技能等を補い、その

定着を図ることにより、教職生活をより円滑にス
タートできるようになることが期待される。
　次に、このような科目の趣旨を踏まえ、本科目
には、教員として求められる以下の4つの事項を
含めることが適当である。 
①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
②社会性や対人関係能力に関する事項
③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
④教科・保育内容等の指導力に関する事項
　また、本科目の企画、立案、実施に当たっては、
常に学校現場や教育委員会との緊密な連携・協力
に留意することが必要であるとされている。
　次に授業の方法としては、
１．内容の授業を効果的に展開するためには、

授業方法の面でも、課程認定大学が有する知
見を結集して、理論と実践の有機的な統合が
図られるような新たな授業方法を積極的に開
発・工夫することが重要である。具体的には、
授業内容に応じて、例えば教室での役割演技

（ロールプレーイング）やグループ討論、実技
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　平成25年度より、４年次後期に教職科目の「教職実践演習」が設置された。主に現地調
査（フィールドワーク）として学生が学校現場等に出向き、実地で調査活動や情報の収集
を行うことが内容に含まれている。教育実習後に改めて、現場の高等学校を見学すること
により教員としての使命感・責任感と教員としての資質の最終確認を行う事が目的である。
東京家政学院大学現代生活学部生活デザイン学科で開講された当該科目について、各自が
どの程度理解し実際に行動できるようになったか、アンケート調査を行った結果、全体的
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たいと考える。

キーワード：教師　現地調査　使命感　資質　教職

東京家政学院大学現代生活学部生活デザイン学科



－ 80 －

教師としての資質の確認2

指導の他、学校や教育委員会等との協力によ
り、実務実習や事例研究、現地調査（フィー
ルドワーク）、模擬授業等を取り入れることな
どが考えられる。

２．「役割演技（ロールプレーイング）」ある特定
の教育テーマ（例えば、いじめ、不登校等）に
関する場面設定を行い、各学生に様々な役割

（例えば、生徒役、教員役、保護者役等）を割
り当てて、指導教員による実技指導も入れな
がら、演技を行わせる。

３．「事例研究」ある特定の教育テーマに関する
実践事例について、学生同士でのグループ討
議や意見交換、研究発表などを行わせる。

４．「現地調査（フィールドワーク）」ある特定の
教育テーマに関する実践事例について、学生
が学校現場等に出向き、実地で調査活動や情
報の収集を行う。

５．学生に自己の課題を自覚させ、主体的にその
解決に取り組むことを促すため、本科目の履修
に当たっては、役割演技（ロールプレーイング）
や事例研究、指導案の作成等の成果を省察す
る観点から、単に映像記録等を残したり、感
想文を書かせるだけではなく、例えば学生に
実践記録を作成させる等の工夫が求められる。

６．受講者数は、演習科目として適正な規模（授
業内容、方法等にもよるが、おおむね20名程度）
とし、演習の効果が最大限に発揮されるよう
配慮することが望ましい。受講者数が増える
場合には、大学の実情に応じて、ティーチン
グアシスタント（TA）等を活用するなど、授
業形態の工夫を図る必要がある１）。

　今回は、上記の内容の中の４．「現地調査（フィー
ルドワーク）」として、学生が学校現場に出向き
実地で調査活動や情報の収集を行うために行った
高校見学終了後に教員としての使命感・責任感の
確認ができ、教員としての資質の最終確認ができ
たかを、各自の自己評価を中心にアンケート調査
を行った。

２．方法
２－１　現地見学について
　現地調査（フィールドワーク）として、高等学

校に出向き、授業見学・施設見学および教員の講
話を聴く内容のプログラムを行った。参加人数は
11名で、神奈川県の総合高等学校に見学に行った。
実際に行った見学内容について
日程
日時：10月22日（火）11：30～16：30
集合時間11：30分　場所　正門入り口
内容：
11:35～11:45　校長先生にご挨拶と高等学校の生

徒の特徴と高校の現在のレベル等
についてお話を伺う

11:45～12:00　見学する講義授業・実習授業施設
を見学

12:00～12:45　「生活と資源・環境」の講義授業見
学

12:45～13:05　移動と休憩
13:05～13:35　「フードデザイン」の調理実習授業

の見学
13:35～14:00　昼食
14:00～14:25　「児童文化（リトミックの演習）」

の見学と参加
14:25～15:00　「被服製作Ⅱ」の実習授業の見学
15:00～16:30　先生お二人の講話と懇談
16:40   解散（16:51分のバスに乗車）

２－２　見学授業内容と先生方の講話内容
「生活と資源・環境」の講義授業内容
　プレゼンテーションソフトウェアによる資料提
示とプリントを併用しての講義で、プリントに講
義の内容を記入させつつ、プレゼンテーションソ
フトウェアの掲示資料の中や講義の中から答えを
見つけさせる形式で構成された授業であった。講
義内容や教師の説明も聞き逃さず、メモをとれる
ように促し、勉強する姿勢を身につけるという観
点からの指導を行っていた。また生徒に声をかけ
ながら、興味を持たせるように、実生活で自分が
行っていることや感じていることを交えながらよ
り身近に感じられるように、毎日の生活と結びつ
けながら講義を進めていた。

「フードデザイン」の調理実習授業の内容
　15人程度の少ない履修者で、一グループ２名か
ら３名の少人数のグループで実施されていた。当
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日は、４人前の鮭のムニエルに添え物としてマッ
シュポテトとブロッコリーのバター炒めとトマト
とコーンポタージュであった。コーンポタージュ
は一部応用した工程を加え、再確認ができる調理
でロールパンは既製品の実習内容であった。
　実習補助がついていないため、学生を補助とし
て参加させながらデモを行っていた。また、時間
内に完成させるためにお昼休みに集合させて、早
めに授業を始めていた。

「児童文化」の演習型授業内容
　右脳の発達を助ける働きもあると言われてい
る、「リトミック」という手法を用いた授業で、
体を使ってバランス感覚を体感的に身につけてい
くための情緒教育の効果もある。身体能力を活か
して刺激をし、あらゆる表現方法が出来るように、
リトミックを行っている演習授業であった。
　生徒の動きやリズムなどを見学した後、オルガ
ンを引きながら掛け声をかける教師のタイミング
に合わせて、様々な決まりの中で判断し、リズミ
カルに行動する体験型授業に参加した。

「被服製作Ⅱ」の製作実習授業の内容
　この授業は被服製作に関係するカリキュラムの
中で最後にあたる授業で、各自自由に作りたいも
のを製作していた。ウェディングドレス、イブニ
ングドレス、一枚仕立てのジャケットを製作して
いた。
　各自が異なる作品を製作しているため、個人指
導になることが多く、様々な専門的な知識が必要
となる授業であった。使用されているパターンは市
販のものを利用し、縫製を中心に進められていた。
　以上の授業内容と、二名の教師の方々からの講
話として、高校の特徴や、教師としての経験、教
材の作り方、生徒とのかかわりなど細かな点や、
教育実習で疑問に思っていたことなどを質問し、
いろいろな情報を得る体験を行った。

２－３　アンケート調査
　文部科学省が意図する到達目標を参考に資料１
の内容でアンケートを行い、次のＡからＤの４項
目を５段階尺度で評価を行った。
Ａ項目：教員としての使命感や責任感、教育的愛

情等に関する項目について

① 教育に対する使命感や情熱を持ち、常に生徒
から学び、共に成長しようとする姿勢が身に
ついたと思いますか。

② 高い倫理観と規範意識、困難に立ち向かう強
い意志を持ち、自己の職責を果たす事ができ
ると思いますか。

③ 生徒の成長や安全、健康を第一に考え、適切
に行動することができますか。

Ｂ項目：社会性や対人関係能力に関する項目につ
いて

① 教員としての職責や義務の自覚に基づき、目
的や状況に応じた適切な言動をとることがで
きますか。

② 組織の一員としても自覚を持ち、他の教職員
と協力して職務を遂行することができますか。

③ 保護者や地域の関係者と良好な人間関係を築
くことができましたか。

Ｃ項目：生徒理解や学級運営等に関する項目につ
いて

① 生徒に対して公平かつ受容的な態度で接し、
豊かな人間的交流を行うことができましたか。

② 生徒の発達や心身の状況に応じて、抱える課題
を理解し、適切な指導を行うことができますか。

③ 生徒との間に信頼関係を築き、学級集団を把
握して、規律ある学級経営を行うことができ
ますか。

Ｄ項目：教科・保育内容等の指導力に関する項目
について

① 教科書の内容を理解しているなど、学習指導
の基本的事項を身につけられましたか。

② 板書、話し方、表情など授業を行う上での基本
的な表現力を身につけることができましたか。

③ 生徒の反応や学習の定着状況に応じて、授業計
画や学習形態等を工夫することができますか。

　以上の項目を各自が正しく理解し、身についた
かを５段階評価で中間の「どちらとも言えない」
を挟んで、左右に「やや身につき理解でき、行動
ができる」・「あまり身につかず理解または行動が
できない」「非常に身につき理解でき行動ができ
る」・「ほとんど身につかず理解・行動ができない」
の評価アンケートを行った。
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３．結果および考察
３－1　アンケート調査の結果
　項目Ａの教員としての使命感や責任感、教育的
愛情等に関する項目についての、最初の教育に対
する使命感や情熱を持ち、常に生徒から学び、共
に成長しようとする姿勢が身に着いたかについて
は、「やや身についた」が36.4％、「非常に身につ
き理解できた」が、63.6％と高い値を見せて、自
分で高く成長したと評価している。次に、高い倫
理観と規範意識、困難に立ち向かう強い意志を持
ち、自己の職責を果たす事ができるかについては、

「非常に身についた」が、45.5％で「やや身につ
いた」が54.5％でほぼ理解し身についたことを表
している。最後の生徒の成長や安全、健康を第一
に考え、適切に行動することができたかについて
は、「非常に理解し行動ができる」が63.6％で「や
や理解し行動ができる」の、36.4％を加えるとほ
ぼ適切な行動が身につき理解できたことを示して
いる（表１、図１）。
　項目Ｂの社会性や対人関係能力に関する項目に
ついての教員としての職責や義務の自覚に基づ
き、目的や状況に応じた適切な言動をとることが
できるかは、45.5％が「非常に理解し身についた」
と感じ、「やや」の54.5％を加えると100％となり、
長期間の実習期間で教師としての義務や自覚に目
覚めて、目的に応じた行動が取れるようになった
ことが結果として表れている。次の内容の組織の
一員としても自覚を持ち、他の教職員と協力して
職務を遂行することができるかも、ほぼ同じ割合
で「非常に」と、「やや」を合わせると同じ結果で、
生徒の理解をする努力が見え、適切な言動と行動
ができる結果である。次の保護者や地域の関係者
と良好な人間関係を築くことができますか、につ
いては、実習中には、保護者の方々や地域の関係
者との交流の時間はあまり現実的に行われる事
が、少なく、経験できないことから、「どちらと
も言えない」という答えが9.1％出てきている（表
１、図２）。
　項目Ｃの生徒理解や学級運営等に関する項目に
ついては、学級指導と言う大変難しく経験がない
学生がどのように感じたか、興味深い項目である。
最初の問いは、生徒に対して公平かつ受容的な態

度で接し、豊かな人間的交流を行うことができま
すかと言うものであるが、予想に反して90.9％の
人が「非常に身につき理解できた」と評価してい
る。そのほかも9.1％が「やや身につき理解でき
行動できる」とあることから、この問いは、学生
にとって身近で行動できる理解できる範囲である
事が分かる。次に生徒の発達や心身の状況に応じ
て、抱える課題を理解し、適切な指導を行うこと
ができるかについては、「非常に」が、45.5％「やや」
が、54.4％と高い値を示している。次の生徒との
間に信頼関係を築き、学級集団を把握して、規律
ある学級経営を行うことができますかについて
も、「非常に」が、54.5％「やや」が、45.5％と同
じく高い値で、生徒理解やその学級運営に対して
の能力は理解し身についた結果となっている（表
１、図３）。
　項目Ｄの教科・保育内容等の指導力に関する項
目については、一番学生が時間的にも力を入れて、
準備を行い授業に挑んだ内容と予想できる。その
結果は、まず教科書の内容を理解しているなど、
学習指導の基本的事項を身につけられましたかに
ついては、「非常に」が、27.3％と低く、「やや」は、
36.4％で「どちらとも言えない」が27.3％という
結果になっており、実際に授業を行う難しさを感
じている。次の板書、話し方、表情など授業を行
う上での基本的な表現力を身につけることができ
ましたかと言う、さらに具体的な行動などについ
ての内容については、「非常に」が、27.3％「や
や」が、54.4％と少し評価が良くなってきている
が、「あまり身につかず理解、行動ができない」
という答えが、9.1％みられる結果である。最後
に生徒の反応や学習の定着状況に応じて、授業計
画や学習形態等を工夫することができますかにつ
いてみてみると、「非常に」が、45.5％「やや」が、
54.5％とプラス方向に結果がでており、項目Ｃの
生徒理解などによる学級運営で高い値を出してい
たことと合せて考えると、生徒の反応や状況に応
じて対処できる能力は身についているという結果
であった（表１、図４）。



－ 83 －

松本　幸子 5

３－２　考察
　項目Ａの教師としての使命感や責任感について
は各自の成長を高く評価している。さらにやや身
につき理解できた割合も多く、あらゆる事態に対
して、対処する意志があり自分の職務を果たす事
に努力し、行動できることが表れており、次の生
徒の安全・成長などを第一に考え適した行動が取
れる内容も64％の評価をしている。Ａ項目につい
ては、高い割合で理解し身についていると考えて
いい結果であった。

　項目Ｂの結果は、社会性や対人関係能力に関す
る項目についての教員として目的や状況に応じた
適切な言動をとれるかと、自覚を持ち、他の教職
員と協力して職務を遂行することができるかの二
つの内容には、ほぼ同じ割合50％前後でやや理解

し、行動もできる、を加えると100％に近い割合
になっており、教師としての職務や義務の自覚を
持って、適切な対応と言動ができ、組織の一員で
ある自覚を持ち、他の教師とも力を合わせて、仕
事に対処できることが表れている。３つ目の内容
については、教育実習中は授業に関することや学
級内での事を中心に実習しているため、保護者の
方々と接点ができる機会がほとんどないことが考
えられることから、保護者との良好な関係を築く
までの時間的な範囲で体験できなかったことが、
考えられ、「どちらとも言えない」が9.1％でてい
る。この結果は、教育関係は一年間がワンクール
で行われていることから、そのような機会に実習
中に恵まれることが、なかなか難しい内容である
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図１　項目Aの評価結果

図２　項目Bの評価結果
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表１　アンケート結果
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と推測できる。
　項目Ｃの生徒理解や学級運営等に関する項目に
ついては、生徒に対して偏見や先入観を持つこと
なく受け入れて、適切な態度で接する内容では、
こちらが想定した結果と反して、高い理解と身に
付いた結果となっている。普段あまり中高生と接
する経験が少なく、難しい内容だと考えていたが、
やはり年齢がまだ近いせいか、自分の経験から自
然体で適切な態度で接することができている。こ
の90.9％の結果は適性がある学生が集まったと考
えることもできる。次に生徒の発達や心身の状況
に応じて、抱える課題を理解し、適切な指導を行
うことができるかについては、「非常に」より「や
や」の割合が9.2％高い数値であるが、ほぼ理解
し行動できると解釈できる。次の生徒との間に信
頼関係を築き、学級集団を把握して、規律ある学
級経営を行うことができますかについても、「非
常に」と「やや」を合わせると100％で、理解で
きるがこちらは「非常に」が9.2％上回った結果で、
生徒理解やその学級運営に対しての内容について
は理解し、身につけられて実行できる状態まで成
長していると考えられる。

　項目Ｄの教科・保育内容等の指導力に関する項
目について、学生が一番勉強し時間を使い努力し
た項目と言える。授業について教科書だけにとど

まらず、情報を集めて、自分のものにし、自分の
言葉で授業をしたその結果は、まず教科書の内容
を理解しているなど、学習指導の基本的事項を身
に付けられましたかについては、「非常に」が、
27.3％と低く「やや」は、36.4％で「どちらとも
言えない」が27.3％という結果になっており、実
際の授業については、大学での模擬授業を何回と
なく経験しているが、実際の中高生に理解させ、
実行させる難しさが表れており、繰り返し行って
いる模擬授業であるが、この項目は検討すること
が必要である結果となっている。次の板書、話し
方、表情など授業を行う上での基本的な表現力を
身につけることができたかについては、「非常に」
が、27.3％「やや」が、54.4％と少し良くなって
きているが、「あまり身につかず理解できず、行
動ができない」という答えが、9.1％みられる結
果となり、一人でもマイナス方向への学生がいる
ことは改善していかなければいけない内容である
と考える。教育実習にいく学生には、一番力を発
揮して欲しい内容で、自信を持って行えるものに
しなければならないと考える。最後に生徒の反応

図３　項目Cの評価結果
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図４　項目Dの評価結果
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や学習の定着状況に応じて、授業計画や学習形態
等を工夫することができますかについてみてみる
と、「非常に」が、45.5％「やや」が、54.5％とプ
ラス方向に結果がでており、Ｃ項目の生徒理解な
どによる学級運営で高い数値を出していたことと
合せて考えると、生徒の反応や状況に応じて対処
できる能力は身について行動ができる結果となっ
た。
　これらの結果より、一番改善しなければならな
い事は、項目Ｄの①教科書の内容を理解している
など、学習指導の基本的事項を身に付けられまし
たか、という内容について、教科内容について
教科書内容だけで全てを説明理解させるのではな
く、普段の生活の中からあらゆる情報収集を行
い、授業内容に活かせる応用力を身につくよう
な、カリキュラム内容を考えなければならない結
果であった。他の項目については、時間的に関わ
りをあまりもてない、Ｂ項目にある保護者や地域
の方々との関係については、環境的に機会が取れ
ないため、実際の現場で経験を積んで、身につけ
ていく項目と考える。他の項目については、ほぼ
良い評価を示しており、教職資格に関わる内容の
総まとめとして、教員としての使命感・責任感が
確認でき、目的の教員としての資質の最終確認が
できたと考えられる結果となった。

４．おわりに
　今回は新科目が設置された初回年度のため、履
修者数に限りがあり、詳細な検討を行うには不十
分なデータ数であった。
　しかしながら、２年次から行われている教職の
授業での模擬授業の内容について、再検討の必要
性が示唆された。
　現地調査（フィールドワーク）終了後に学生が、

どの程度教師としての資質の確認ができたか。ま
た、教科の内容・生徒への接し方・配慮など教師
としての役割を把握できたか、調査を続けたい。
　そして、学生一人一人が自信を持って一人でも
多く教職の現場に立ち、教壇で活躍できるように
充実した授業内容の資料の一つとなるように継続
して、調査をこれからも続けていきたいと考えて
いる。
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　今回の現地調査（フィールドワーク）実施にご
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資料1：使用したアンケート

該当する方に○又は記入してください。 

①教育実習はどちらで行いましたか。   a.中学校     b.高等学校

②どちらの県で行いましたか。

②担当した科目をあげて下さい。

 （複数記入可） 

教育実習・見学を終えてそれ以前と比べてお答え下さい。 

Ａ教員としての使命感や責任感、教育的等に関する項目について 

①教育に対する使命感や情熱を持ち、常に子どもから学び、 

共に成長しようとする姿勢が身に付いたと思いますか。 

②高い倫理観と規範意識、困難に立ち向かう強い意志を持ち、 

自己の職責を果たす事ができると思いましたか。 

③子どもの成長や安全、健康を第一に考え、適切に行動する 

ことができますか。 

Ｂ社会性や対人関係能力に関する項目について 

①教員としての職責や義務の自覚に基づき、目的や状況に応じた 

適切な言動をとることができますか。 

②組織の一員としても自覚を持ち、他の教職員と協力して職務を 

遂行することができますか。 

③保護者や地域の関係者と良好な人間関係を築くことができますか。 

Ｃ生徒理解や学級運営等に関する項目について 

①子どもに対して公平かつ受容的な態度で接し、豊かな人間的交流 

 を行うことができますか。 

②子どもの発達や心身の状況に応じて、抱える課題を理解し、適切 

 な指導を行うことができますか。 

③子どもとの間に信頼関係を築き、学級集団を把握して、規律ある 

学級経営を行うことができますか。 

Ｄ教科・保育内容等の指導力に関する項目について 

①教科書の内容を理解しているなど、学習指導の基本的事項を身に 

付けられましたか。 

②板書、話し方、表情など授業を行う上での基本的な表現力を身に 

つけることができましたか。 

③子どもの反応や学習の定着状況に応じて、授業計画や学習形態等 

を工夫することができますか。 
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